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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 7,440 33.7 568 529.2 560 552.1 356 532.7

2026年３月期中間期 5,567 3.8 90 186.9 86 68.0 56 37.6

（注）包括利益 2027年３月期中間期 506百万円（－％） 2026年３月期中間期 35百万円（△54.4％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 87.13 73.28

2026年３月期中間期 16.37 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 15,083 7,803 51.6

2026年３月期 13,905 7,245 52.0

（参考）自己資本 2027年３月期中間期 7,789百万円 2026年３月期 7,231百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 17.00 17.00

2027年３月期 － 0.00

2027年３月期（予想） － 17.00 17.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,857 26.7 812 128.6 801 106.5 508 106.1 122.97

１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

連結業績予想の修正につきましては、本日（2026年11月６日）公表の「2027年３月期第２四半期（中間期）連結業

績予想と実績値との差異及び通期連結業績予想の修正（上方修正）に関するお知らせ」をご参照ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期中間期 4,479,965株 2026年３月期 4,279,965株

②  期末自己株式数 2027年３月期中間期 348,871株 2026年３月期 354,411株

③  期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 4,094,529株 2026年３月期中間期 3,443,687株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）　　　　　、除外  －社  （社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料P．10「２．中間連結財務諸表及び主な注記　（４）中間連結財務諸表に関する注記事項　（中間連結財務諸

表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり

ます。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済の景気は、緩やかに回復していますが、中東情勢の影響を注視する必要

があります。先行きについては、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果が緩やかな回復を支えることが期待され

ますが、中東情勢の影響を引き続き注視する必要があります。また、金融市場の変動の影響などにも注意する必要

があります。

　当社グループに関連する事業環境におきましては、設備投資においては持ち直しの動きがみられ、公共投資は底

堅い動きとなっていますが、建設工事コストの上昇、労働者不足、工事遅延などの影響のほか、銅価格の急騰もあ

り、電線事業は販売が前年同期比では増収で推移しております。ポリマテック事業に関しては、景気回復の見通し

が不透明ではありますが、原油価格の高騰による原材料価格の値上がり影響が昨年来の価格改定の効果も出始めて

きており、建材関連の国内販売は伸びたことで、グループ全体としては前年同期比では増収となりました。同様に

LED関連商品の売上も拡大し下期に向けて明るい見通しとなっております。電熱線事業におきましては、産業機器

等の需要が回復してきたことにより、売上高では前年同期に比べ増収となっています。

　このような状況下、当社グループにおきましては、「私たちは、顧客課題の解決と高付加価値の創出を通じて社

会に貢献し、その成果を社員の成長と豊かさにつなげ、持続可能な社会の発展に寄与します」を新たな経営理念と

して掲げ、基盤事業の更なる強化と将来を見据えた事業ポートフォリオの変革を行い、ＥＳＧ（環境

（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance））を見据えた経営に努め、業務効率の改善と業績

拡大を図り、社会に貢献できる企業であり続けることを目指しております。単なる製品供給から課題達成型ビジネ

スを目指した「顧客課題解決企業への転換」、稼ぐ力を高め企業価値を高めるために「資本効率の収益性向上」、

景気に左右されない体質を目指した「市況耐性のある収益構造の構築」、全社員を価値創出人材へ育成するために

「人的資本経営の強化」を通じて、新規顧客、新製品市場開拓を行い、業績拡大を図ってまいることで、お客さま

の多様なご要望に応えてまいります。

　利益面におきましては、売上高は前年同期比1,873百万円の増収となり、営業利益、経常利益、親会社株主に帰

属する中間純利益において、対予算、前年同期比とも増益となりました。

　その結果、当中間連結会計期間における売上高は7,440百万円（前年同期比33.7％増）、営業利益は568百万円

（前年同期比529.2％増）、経常利益は560百万円（前年同期比552.1％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は

356百万円（前年同期比532.7％増）となりました。

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

[電線]

　電線事業の主要な市場である建設・電販は首都圏や地方各都市の再開発、半導体工場建設需要等の大型案件を中

心に需要は引き続き堅調に推移していますが、一方で建設工事の労働者不足の深刻化、中小工事案件・工期の順

延、プランの縮小、再設計などの問題に加え、中東情勢の影響等により先行きに対する不透明感は依然として拭い

きれない状況で推移いたしました。

　このような状況下で、中東地域における情勢不安の影響により買い込み的な先行発注が増加し、そして全体的に

実需的な動きも少し見られましたが、徐々に先行発注は落ち着き調整に入ったような状況でありました。しかし、

販売銅量では前年同期比ゴム電線・プラスチック電線共に増加いたしました。国内銅価格は前年同期よりアップし

2,278千円／トン（期平均）で推移し、2026年8月には2,420千円／トンと過去最高の建値更新がありました。この

ため、電線事業の売上高は5,544百万円（前年同期比42.1%増）となりました。

　利益面におきましては、価格指標の国内銅価は乱高下でありましたが、全体的には上昇傾向の高止まりで、フィ

リピン子会社のMitsuboshi Philippines Corporation からの仕入による為替の影響等がありましたが、高付加価

値製品の販売強化、継続的なコスト削減・抑制、生産性向上等に取り組んだ結果、セグメント利益572百万円（前

年同期比311.2％増）となりました。

[ポリマテック]

　ポリマテック事業に関連性のある新設住宅着工戸数は、大きく減少した前年からは回復の兆しが見られるものの

低水準となっております。このような状況下、中東紛争の影響による原材料価格の転嫁、新規製品および非住宅分

野の受注が増加した事により、売上高は1,322百万円（前年同期比5.3%増）となりました。高機能チューブに関し

ては、新規採用が増加したものの前年度の大口スポット案件を補えず売上高は前年同期比1.8％減となりました。

　一方でLED関連商品におきましては、道路照明を主とした案件の増加があります。当連結中間会計期間には、大

手高速道路案件の納入を開始しました。これにより売上も拡大し下期に向けて明るい見通しです。

　利益面におきましては、中東紛争（ナフサ急騰）による原材料価格・副資材費の高騰の影響を大きく受けました

が、適正価格での販売効果、営業経費の削減効果により利益率は前年同期比で改善傾向はあるものの、セグメント

損失45百万円（前年同期はセグメント損失38百万円）となりました。
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[電熱線]

　電熱線事業の経営環境につきましては、産業機器向け需要の回復に加え、AIやデータセンター向け半導体需要の

高まりを背景に、半導体製造装置向けヒーター用途が堅調に推移するとともに、自動車向けおよび住設家電向けも

堅調に推移しました。抵抗線分野では、産業機器向け需要の回復、データセンターに関連した機器向け需要や自動

車向け需要が堅調に推移し、売上高573百万円（前年同期比40.1％増）となりました。

　利益面におきましては、原材料価格の上昇及び諸資材の値上がりの影響や老朽化設備の修繕費用の発生がありま

したが、売上の増加等により、セグメント利益41百万円（前年同期はセグメント損失9百万円）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当中間連結会計期間末における流動資産は9,613百万円となり、前連結会計年度末に比べ589百万円増加しまし

た。これは主に受取手形及び売掛金が258百万円、電子記録債権が72百万円、商品及び製品が189百万円、仕掛品が

115百万円、原材料及び貯蔵品が129百万円、「その他」に含まれる前渡金が179百万円増加しましたが、現金及び

預金が385百万円減少したことによるものであります。固定資産は5,469百万円となり、前連結会計年度末に比べ

588百万円増加しました。これは主に有形固定資産の「その他（純額）」に含まれる建設仮勘定が269百万円、無形

固定資産が44百万円、投資有価証券が221百万円増加したことによるものであります。

　この結果、総資産は15,083百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,177百万円増加しました。

（負債）

　当中間連結会計期間末における流動負債は4,530百万円となり、前連結会計年度末に比べ494百万円増加しまし

た。これは主に支払手形及び買掛金が198百万円、電子記録債務が58百万円、短期借入金が61百万円、未払法人税

等が109百万円増加しましたが、１年内返済予定のリース債務が26百万円減少したことによるものであります。固

定負債は2,749百万円となり、前連結会計年度末に比べ125百万円増加しました。これは主に長期借入金が47百万

円、「その他」に含まれる繰延税金負債が68百万円増加したことによるものであります。

　この結果、負債合計は7,279百万円となり、前連結会計年度末に比べ620百万円増加しました。

（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産合計は7,803百万円となり、前連結会計年度末に比べ557百万円増加しまし

た。これは主に資本金が57百万円、資本剰余金が59百万円、利益剰余金が290百万円、その他有価証券評価差額金

が150百万円増加したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は51.6％（前連結会計年度末は52.0％）となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より385百万円減少し、当中間連結会計

期間末には2,241百万円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は9百万円の使用（前年同期は470百万円の獲得）となりました。これは

主に、税金等調整前中間純利益560百万円（前年同期は85百万円）、売上債権の増加330百万円（前年同期は152百

万円の減少）、棚卸資産の増加434百万円（前年同期は125百万円の増加）、仕入債務の増加256百万円（前年同期

は183百万円の増加）によるものであります。

　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は540百万円の使用（前年同期は162百万円の使用）となりました。これ

は、主に有形固定資産の取得による支出481百万円（前年同期は161百万円の支出）および無形固定資産の取得によ

る支出56百万円（前年同期は該当なし）によるものであります。

　「財務活動によるキャッシュ・フロー」は164百万円の獲得（前年同期は112百万円の使用）となりました。これ

は主に、短期借入金の増加61百万円（前年同期は31百万円の増加）、長期借入れによる収入404百万円（前年同期

は250百万円の収入）、長期借入金の返済による支出305百万円（前年同期は304百万円の支出）および配当金の支

払額66百万円（前年同期は58百万円）、新株予約権の行使による株式の発行による収入113百万円（前年同期は該

当なし）によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2027年３月期の連結業績予想につきましては、2026年５月12日に公表いたしました数値から変更しております。

詳細につきましては、本日（2026年11月６日）公表の「2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値

との差異及び通期連結業績予想の修正（上方修正）に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,626,748 2,241,086

受取手形及び売掛金 1,990,999 2,249,453

電子記録債権 979,493 1,051,749

商品及び製品 2,015,878 2,205,629

仕掛品 357,508 472,848

原材料及び貯蔵品 903,620 1,033,385

その他 149,488 359,505

流動資産合計 9,023,736 9,613,659

固定資産

有形固定資産

土地 2,427,696 2,447,696

その他（純額） 1,660,305 1,968,446

有形固定資産合計 4,088,001 4,416,142

無形固定資産 70,867 114,993

投資その他の資産

投資有価証券 634,041 855,206

その他 88,409 83,020

投資その他の資産合計 722,450 938,226

固定資産合計 4,881,320 5,469,362

資産合計 13,905,057 15,083,021

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 862,115 1,060,230

電子記録債務 1,377,416 1,436,347

短期借入金 551,185 612,541

１年内返済予定の長期借入金 613,599 666,769

リース債務 57,189 30,808

未払金 221,913 221,497

未払法人税等 101,653 210,850

賞与引当金 92,741 106,979

その他 158,094 184,386

流動負債合計 4,035,908 4,530,412

固定負債

長期借入金 2,122,304 2,169,681

退職給付に係る負債 42,064 45,807

リース債務 62,770 68,940

その他 396,185 464,699

固定負債合計 2,623,324 2,749,129

負債合計 6,659,232 7,279,541

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,273,606 1,330,886

資本剰余金 1,583,582 1,643,100

利益剰余金 4,021,420 4,311,421

自己株式 △142,951 △140,737

株主資本合計 6,735,657 7,144,671

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 400,535 550,639

為替換算調整勘定 61,240 60,738

退職給付に係る調整累計額 33,894 33,894

その他の包括利益累計額合計 495,671 645,272

新株予約権 14,496 13,536

純資産合計 7,245,824 7,803,480

負債純資産合計 13,905,057 15,083,021
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（単位：千円）

     

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

売上高 5,567,091 7,440,620

売上原価 4,618,307 5,949,089

売上総利益 948,784 1,491,531

販売費及び一般管理費 858,436 923,022

営業利益 90,347 568,508

営業外収益

受取利息 186 347

受取配当金 8,087 9,683

受取家賃 3,576 3,576

仕入割引 780 875

その他 7,064 13,809

営業外収益合計 19,694 28,290

営業外費用

支払利息 18,080 23,696

為替差損 2,730 6,084

支払手数料 1,394 1,370

その他 1,826 4,782

営業外費用合計 24,031 35,934

経常利益 86,010 560,863

特別損失

固定資産除却損 147 0

事務所移転費用 550 －

特別損失合計 697 0

税金等調整前中間純利益 85,312 560,863

法人税等 28,930 204,127

中間純利益 56,382 356,736

親会社株主に帰属する中間純利益 56,382 356,736

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

中間純利益 56,382 356,736

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,989 150,103

為替換算調整勘定 △28,604 △501

退職給付に係る調整額 △1,591 －

その他の包括利益合計 △21,205 149,601

中間包括利益 35,176 506,338

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 35,176 506,338

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 85,312 560,863

減価償却費 126,897 123,574

のれん償却額 689 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,666 14,238

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 8,714 3,724

受取利息及び受取配当金 △8,273 △10,030

支払利息 18,080 23,696

固定資産除却損 147 0

売上債権の増減額（△は増加） 152,696 △330,271

棚卸資産の増減額（△は増加） △125,175 △434,057

仕入債務の増減額（△は減少） 183,144 256,600

未払金の増減額（△は減少） △2,921 31,400

長期未払金の増減額（△は減少） 1,501 1,951

その他 72,322 △155,900

小計 520,804 85,791

利息及び配当金の受取額 8,273 10,030

利息の支払額 △18,304 △24,038

法人税等の支払額 △40,143 △81,407

営業活動によるキャッシュ・フロー 470,629 △9,624

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △161,837 △481,734

無形固定資産の取得による支出 － △56,553

投資有価証券の取得による支出 △1,098 △2,154

投資活動によるキャッシュ・フロー △162,936 △540,442

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 31,260 61,272

長期借入れによる収入 250,000 404,876

長期借入金の返済による支出 △304,993 △305,704

自己株式の増減額（△は増加） － △44

配当金の支払額 △58,227 △66,681

リース債務の返済による支出 △30,887 △42,664

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 113,600

財務活動によるキャッシュ・フロー △112,848 164,652

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,700 △248

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 196,545 △385,661

現金及び現金同等物の期首残高 2,039,773 2,626,748

現金及び現金同等物の中間期末残高 2,236,319 2,241,086

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（単位：千円）

     報告セグメント
合計

     電線 ポリマテック 電熱線

売上高

ゴム電線 1,723,656 － － 1,723,656

プラスチック電線 1,995,198 － － 1,995,198

押出成形品 － 1,181,723 － 1,181,723

機能樹脂品 － 36,650 － 36,650

電熱線 － － 409,228 409,228

その他 182,847 37,786 － 220,633

顧客との契約から

生じる収益
3,901,701 1,256,161 409,228 5,567,091

外部顧客への売上高 3,901,701 1,256,161 409,228 5,567,091

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,657 － 251 1,908

計 3,903,359 1,256,161 409,479 5,569,000

セグメント利益又は損

失（△）
139,238 △38,949 △9,941 90,347

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（単位：千円）

     報告セグメント
合計

     電線 ポリマテック 電熱線

売上高

ゴム電線 2,452,697 － － 2,452,697

プラスチック電線 2,796,315 － － 2,796,315

押出成形品 － 1,187,623 － 1,187,623

機能樹脂品 － 36,300 － 36,300

電熱線 － － 573,302 573,302

その他 295,766 98,614 － 394,381

顧客との契約から

生じる収益
5,544,779 1,322,538 573,302 7,440,620

外部顧客への売上高 5,544,779 1,322,538 573,302 7,440,620

セグメント間の内部

売上高又は振替高
601 36 102 739

計 5,545,380 1,322,574 573,405 7,441,360

セグメント利益又は損

失（△）
572,586 △45,182 41,104 568,508

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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取得の対価 現金

当社普通株式

150,000千円

142,625千円

取得原価 292,625千円

（重要な後発事象の注記）

取得による企業結合

当社は、2026年９月10日開催の取締役会において、株式交付及び現金を対価とする株式取得により天進商事

株式会社を子会社化することを決議し、2026年10月26日付で株式交付の効力が発生し、株式の51％を取得しま

した。

（１）企業結合の概要

① 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称：天進商事株式会社

事業の内容　　　：銅を中心とする非鉄金属スクラップの回収、輸出入及び販売

② 企業結合を行った主な理由

当社グループでは2029年３月期までを対象とする中期経営計画において、「基盤事業の更なる強

化」及び「事業ポートフォリオの変革」を経営方針として掲げ、M&Aや業務提携等を活用した事業領域

の拡大及び収益基盤の強化を推進しております。

その中で、当社グループは、銅を中心とする非鉄金属のリサイクル及び資源循環に関連する事業

を、今後の事業ポートフォリオを構成する新たな事業領域の一つとして検討してまいりました。

本株式交付及び現金を対価とする株式取得により当社が子会社化した天進商事は、銅を中心とする

非鉄金属スクラップの回収、輸出入及び販売を主力事業としており、長年にわたり国内外の仕入先及

び販売先との取引関係を構築しております。また、銅スクラップの取扱いに関する知見及び原料調達

ネットワークを有するとともに、千葉県市原市に事業拠点を保有しております。

当社は、天進商事が有する原料調達力、取引ネットワーク及び非鉄金属スクラップに関する知見

と、当社が有する上場会社としての信用力、資金調達力、メーカーとして培ってきた品質管理・生産

管理に関する知見並びに経営管理・ガバナンス体制を組み合わせることにより、天進商事の既存事業

の収益力及び事業基盤の一層の強化が可能であると判断いたしました。

③ 企業結合日

2026年10月26日

④ 企業結合の法的形式

株式交付及び現金を対価とする株式取得

⑤ 結合後企業の名称

天進商事株式会社

⑥ 取得した議決権比率

51％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が株式交付及び現金を対価として株式を取得したことによるものです。

（２）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

（３）株式の種類別の交付比率及びその算定方法並びに交付した株式数

① 株式の種類別の交付比率

天進商事株式会社の普通株式１株：当社の普通株式377.56株

② 株式交付比率の算定方法

当社及び天進商事株式会社から独立した第三者算定機関に株式交付比率の算定を依頼し、提出され

た算定結果を参考に当事者間で協議の上、決定しております。

③ 交付した株式数

173,300株

（４）主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリーに対する報酬・手数料等　　30,200千円
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（５）企業結合契約に定められた条件付取得対価の内容及び今後の会計処理方針

① 条件付取得対価の内容

2026年10月１日から2028年９月30日までの２年間にわたり、以下の追加の対価を支払う契約を締結

しております。

・天進商事株式会社の経常利益の達成水準に応じて、最大80,000千円

・天進商事株式会社の通常の回収期間を超過している売掛金の回収額の49％に相当する金額

② 今後の会計処理方針

取得対価の追加支払が発生した場合には、取得原価を修正し、のれんの金額及びのれんの償却額を

修正処理する方針です。

（６）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

（７）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。

- 13 -

㈱三ッ星(5820)  2027年３月期　第２四半期（中間期）決算短信


